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⾃主シンポジウム

Dark Triadと対⼈関係―「ダークな⼈たち」の戦略性・適応性―



問題と⽬的: Dark Triad
 社会的に望ましくないといわれるパーソナリティ
 対⼈関係は?
̶ ⾃⼰中⼼的（Jonason et al., 2010b; Kajonius et al., 2015）

̶ 共感性⽋如・他者操作性（Jones & Figueredo, 2013; Paulhus, 2014）

̶ 虚⾔（Baughman et al., 2014; Jonason et al., 2014; Roeser et al., 2016）

̶ 反社会性・攻撃性（Azizli et al., 2016; Flexon et al., 2016; Jones & Paulhus, 
2010; Goncalves & Campbell, 2014; Pailing et al., 2014; Westhead & Egan, 2015）

̶ 多くの交際経験・パートナー（Jonason et al., 2009）
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問題と⽬的: Dark Triad
 Dark Triadの恋愛パターン
̶ 恋愛スタイルはルダスやプラグマ（Jonason & Kavanagh, 2010）

̶ パートナー選択が無差別的（Jonason et al., 2011b）

̶ ⼀般他者との性関係に抵抗がない（Jonason et al., 2012）

̶ 浮気・複数パートナー（Adams et al., 2014; Brewer et al., 2015; Jones & 
Weiser, 2014）

̶ 他者のパートナーの奪取（Erik & Bhogal, 2016; Jonason et al., 2010a; 
Kardum et al., 2015）

 要するに，短期的配偶（Adams et al., 2014; Jonason & Buss, 2012; Jonason
et al., 2009）
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問題と⽬的: パートナー関係維持⾏動
 ⼀⽅で，Dark Triadはよりパートナー関係維持⾏動を

とる（Jonason et al., 2011a）

 パートナー関係維持⾏動（mate retention behavior）
̶ 5領域（Buss et al., 2008）

 直接ガード（パートナーがどこにいるのかを警戒する）
 否定的関わり（パートナーを操作・貶す）
 肯定的関わり（コミットメントのサインを送る）
 公への所有サイン（排他的関係をディスプレイ）
 ライバルへの否定的関わり（同性へのけん制・攻撃）

̶ この5領域は中程度以上の相関
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問題と⽬的: Dark Triadとパートナー維持
 短期配偶なのに，パートナー関係維持⾏動?
̶ ⽭盾?

 進化⼼理学的視点から考えてみよう！
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問題と⽬的: 進化⼼理学的アプローチ
 進化⼼理学的アプローチ
̶ ⾃然選択により形成された，⼼理・⾏動パターンの
メカニズムに着⽬

 個体の⽣存と繁殖の可能性を最⼤化するようなメカ
ニズムが進化
̶ ヒトを含むすべての⽣物
̶ ※ 結果的に形成されたメカニズム
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問題と⽬的: 進化⼼理学的アプローチ
 繁殖可能性を⾼めるには?
̶ 単純化すれば2パターン
̶ とにかく⼦どもを多く産む
 短期的な配偶
 ⽣まれる⼦が⾃分の遺伝⼦を受け継いでいることが重要

̶ 少数の⼦どもを確実に育てる
 ⻑期的な配偶
 ⼦が遺伝⼦を受け継いでいる+⻑期的な協⼒関係が重要
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問題と⽬的: 進化⼼理学的アプローチ
 どのようなパートナー関係維持が重要?
 短期配偶
̶ ⽣殖できればいい
̶ パートナーの強⼒な⽀配（⼀時的であっても）
̶ ⇔ ⻑期的な協⼒関係はあまり必要ない（Jonason & Buss, 2012）

 ⻑期配偶
̶ ⽣殖後の養育も重要
̶ ⇒ 協⼒的パートナー関係維持
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過剰なパートナー
関係維持⾏動

過剰なパートナー
関係維持⾏動を，
とらない



問題と⽬的: 進化⼼理学的アプローチ
 Dark Triadの知⾒と合わせると?

 Dark Triadは短期配偶で過剰なパートナー関係維持
̶ ⇒ ⾃分の遺伝⼦を持つ⼦どもの⽣殖を確実にする
̶ ⇒ ⽐較的早期に関係が破局
̶ ⇒ 次のパートナーの探索
̶ 以下ループ
̶ 結果，パートナー数が多い（短期配偶の利益を得る）
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問題と⽬的: 仮説
 Dark Triad → パートナー関係維持 → パートナー数

 H1: Dark Triadとパートナー数の正の関連は，パート
ナー関係維持⾏動に媒介される
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問題と⽬的: 仮説
 Dark Triad → パートナー関係維持 → フリー期間 → 

パートナー数

 H2: すぐにパートナーを探すのでフリー期間が短い。
̶ 補助的分析
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⽅法: 参加者と測定
 参加者
̶ ⼤学⽣651名

 H1: 380名を分析（⼥性212, Mage = 18.9, SD = 1.20）
̶ 回答に不備がない
̶ 交際経験あり

 H2: 253名を分析（⼥性137, Mage = 18.8, SD = 1.30）
̶ 回答に不備がない
̶ 交際経験あり+現在交際していない
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⽅法: 参加者と測定
 測定
 Short Dark Triad (SD3; 下司・⼩塩, 2017)

̶ 3パーソナリティ，27項⽬，7件法，平均得点
 パートナー関係維持⾏動尺度 (寺島, 2010)

̶ 5領域，38項⽬，4件法，平均得点
 これまでの交際⼈数
 現在のパートナーの有無
 最後に別れてからの期間（パートナーがいない者のみ）
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⽅法: 分析
 SEMによる媒介分析
 Dark Triad（3観測変数），パートナー関係維持⾏動

（5観測変数）は，潜在変数を仮定
 性別，年齢は統制
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結果: 仮説1, N = 380

 仮説⽀持
̶ Dark Triadとパートナー数はパートナー関係維持⾏動
に媒介される。

2017/9/8

15

パーソナリティ⼼理学会第26回⼤会

Dark 
Triad

パート
ナー数

MRB

.11* → -.05ns

.44*** .32**

 モデル適合
̶ χ2(39) = 141.85***

̶ CFI = .918
̶ RMSEA = .083
̶ SRMR = .051

bindirect = 0.42, 95%CI = [0.16, 0.80] (2000 bootstraps)



結果: 仮説2, N = 253

 仮説⽀持（※ただし，前提に問題あり）
̶ Dark Triadとパートナー数はパートナー関係維持⾏動
とフリー期間の短さに媒介される。
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 モデル適合
̶ χ2(45) = 107.47***

̶ CFI = .922
̶ RMSEA = .074
̶ SRMR = .048

bindirect = 0.04, 95%CI = [0.01, 0.09] (2000 bootstraps)

Dark 
Triad

パート
ナー数

MRB フリー
期間

.41***

.09ns → -.05ns

-.27**

-.17**



考察
 知⾒
̶ Dark Triadは短期配偶（Jonason et al., 2009）

̶ Dark Triadはよりパートナー関係維持⾏動をとる
（Jonason et al., 2011a）

̶ ⇒ ⽭盾に⾒える
̶ ⇔ 進化⼼理学的視点から解釈できる

̶ 過剰なパートナー関係維持 → 関係崩壊したら次
̶ ⇒ 過剰なパートナー関係維持は短期配偶の利益
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考察
 限界点
̶ 短期配偶は必ずしも「交際宣⾔」があるわけではない
 交際宣⾔なく⾝体の関係のあるパートナー数は?

̶ 仮説2は，現在交際していない者のみ
 ⼀貫して交際期間と交際期間の間が短いか?
 交際期間そのものは短いか?

̶ ⼀般サンプルでも再現されるか?
 むしろ，⼀般サンプルでの知⾒が必要
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まとめ
 Dark Triadは過剰なパートナー関係維持⾏動をする
 関係が崩壊したらすぐに次のパートナー関係を築く
 これらは短期配偶による進化的適応⾏動

 ご意⾒などございましたら，
s.kiire0518 [at] gmail.com（喜⼊暁）
までお願い致します。
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